
会  長 嵐　　繁雄

幹  事 林　　毅彦

ＳＡＡ 鈴村　正人

 遠藤　　洵

出席状況 正会員数 39 名 カード出席 3 名
本日出席会員数 27 名 本日の修正出席率 79.49％

◎会長挨拶－嵐　繁雄会長
　皆さん、こんにちは。本日はガバナー公式訪問と
いうことで第 2530 地区ガバナー志賀利彦様、地区幹
事蛭田修二様、いわき分区会計鈴木弘康様をお迎え
しております。後程志賀利彦ガバナーには卓話を頂
戴したいと思います。また、昨日衆議院選挙が告示
され 31 日投開票となりました。4年振りの選挙で広
報活動を行っているようです。コロナに関しては福
島県内は昨日感染者 0名となりました。少なくなっ
ているのは喜ばしいことですが第 6波も懸念されて
います。各自気を引き締めて生活行動をして下さい。
ワクチン、飲薬が早く開発されインフルエンザ程度
の状況になれば行動範囲も拡大出来ると思います。
皆さん気を付けてご自愛下さい。よろしくお願いし
ます。

◎幹事報告－林　毅彦幹事
 ・国際ロータリーガバナー事務所より補助金セミナー
開催のお知らせが届いています。

◎各委員会報告
◇出席委員会－鈴木修一郎委員長
　本日の出席状況は下記の通りです。

◇スマイルボックス委員会－小澤啓一小委員長
 ・本日はガバナー公式訪問です。志賀利彦ガバナー
を歓迎して。嵐会長、斉藤副会長、星会長エレクト、
林幹事、金成、木幡、佐藤（政）、越田和、荒川、
久野、鈴木（雅）、髙萩、清水、冨澤、木村（博）、
根本、蛭田（剛）、鈴木（修）、渡邉公平パストガ
バナー、鈴村、木村（義）、大平、小澤、鈴木（敏）、
川口各会員及び櫛田名誉会員

 ・誕生祝ありがとうございました。
佐藤（政）、高橋各会員

 ・本日は勿来ロータリークラブさんへお邪魔させて
いただきます。

志賀利彦ガバナー様、いわき分区様

◎ガバナー公式訪問卓話
第 2530 地区
　ガバナー　志賀　利彦 様
　皆さん、こんにちは。いわき小
名浜ロータリークラブ所属の志賀
利彦です。どうぞ 1年間宜しくお

願い致します。始まる前に少々お話をしたいと思い
ます。今から 3年前 8 月に渡邉公平パストガバナー
より自宅に電話をいただきました。私はその時会長
で電話に出た所、いわき小名浜ロータリークラブか
らガバナー候補者を出して欲しいと言われ私が会長
の時にその様な大役を決める立場ということで喜ん
で決めさせていただきますと言った記憶がございま
す。まさか自分が会長の時に自分に決まるとは夢に
も思っていませんでした。どうなるのだろうと悩み
に悩んで小名浜ロータリークラブの皆さんと相談し
た所お願いだから志賀やってくれと頭を下げられて 1
日考えさせてくれと言って家内と相談して翌日引き
受けますと返事を致しました。そして今年の 7月に
ガバナーを拝命致しました。本来であれば今年の 2
月 17 日夫婦でアメリカヒューストンへ 8日間缶詰の
ような状況で出席し勉強会をやって初めてガバナー
の称号を頂く予定でしたが今年度は夢が叶うことは
出来ませんでした。止むなく 2 月 11 日夜の 11 時か

ガバナー公式訪問
　第2530地区ガバナー　志賀　利彦　様
　　　　　　　 地区幹事　蛭田　修二　様
　　　　 いわき分区会計　鈴木　弘康　様

○例会日　毎週水曜日（12:30 ～ 13:30） ○事務局　TEL/FAX（0246）56 － 3473
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2021 － 22年国際ロータリーのテーマ
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 いわき勿来ロータリー・クラブ

奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために
ロータリーソング　我等の生業
－今月は経済と地域社会の
　　　　発展／米山月間です－

4つのテスト　例会出席心得
　　　越田和俶充　会員

らズームで国際協議会をさせていただきました。そ
の中でシエカール・メータ RI 会長の言葉が日本語
で入って来ました。「奉仕しよう　みんなの人生を豊
かにするために」私はこのテーマを聞いた時に感動
してしまいました。これだったらついて行ける。こ
れだったら 2530 地区の会員の皆さんにも伝える事が
出来る。これだったら頑張ってみようと受けさせて
いただきました。先程会長幹事会におきまして嵐会
長より勿来ロータリークラブの本年度の方針等を細
かく丁寧にご説明いただき理解することが出来まし
た。どうぞ 1年間宜しくお願い致します。皆さんも
ご存知かと思いますが私のプロフィールをご覧下さ
い。プロフィールには電気工事業と出ていますがそ
の他に学校法人いわき秀英の現在理事長も務めてい
ます。今日は何故私が学校を設立したかをお話した
いと思います。来月 11月 7日は地区大会があります。
皆さん全員に出席していただきたかったのですが、
コロナの影響でそれは叶わずご勘弁下さい。私も全
員で集まることを楽しみにしておりましたが残念で
す。私は現在もえぎ台で家族 4人で生活しておりま
す。長男と長女がいますが長男が障害を持って生ま
れて来ました。学校でいじめられないか心配しまし
たが小学校で家内に PTA活動をお願いしたいとたの
まれ引き受けることになりました。小学校を卒業し
中学校に入ると私に PTA活動のお誘いが来ました。
当時はバブル真っ只中で眠る間も無い程仕事をして
おりました。ですからお断りをしていましたが母か
ら子供の為に PTAに協力した方が良いと言われ協力
することになりました。初年度 PTA会長、2年目も
PTA会長、3 年目は連合 PTA会長という形で手伝
わせていただきました。嫌だ嫌だと言って 3年続け

たら考えも変わります。私の父は泉玉露出身ですが、
農家の次男です。父の生まれは大正 5年で生きてい
れば 105 歳です。父は農業を出来ず代用教員になり
ました。福島、郡山、会津、いわきを点々と歩いた
そうです。母と出会ったのが会津で結婚して私が生
まれました。当時の会津地方は出稼ぎの人が大勢い
ました。父はたずねて来た人を茨城県日立市の日立
製作所へ 100 名近く紹介したと聞いております。後
に父は電気関係の仕事をするようになり私が 26 歳の
時ガンが再発してなくなりました。その電気関係の
仕事で日立製作所さんへ出入りするようになり、そ
のつてで日産さんにもお邪魔することになりました。
ある日会社に日立の方がお見えになり筑波学園都市
に学校を設立したら定員オーバーで教室が不足した
ので手伝ってくれないかと話が来て現地へ行ったの
は開校 2日前でオリエンテーションを体育館で行っ
ていました。それを見て若者の熱気に圧倒されいわ
きでも同じ事が出来ないか相談した所、事務長も先
生方も協力させてもらうと言われ何も考えずにその
気になってしまいました。1週間以内に県庁に相談に
行くと当時 1955 年ですから少子化がすでに出ていた
ので新設高校は作っては困ると言われました。5年間
で 150 回県庁へ通い書類を揃えて設立を認めていた
だき泣きながら帰って来ました。今年の春こそ東大
合格はありませんでしたが昨年度まで 2年連続現役
で東大へ送り出すことが出来ました。今年度は福島
医大が 5名、医学部私立公立合計 20 名以上出させて
いただきました。生徒は何百名もいるのかというと
80 名程度の小さな学校です。この学校設立の経験を
生かしロータリー活動も頑張りたいと思いますので
皆さまのご協力を宜しくお願い申し上げます。




